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Y 系 超 伝 導 材 料 の 一 種 で あ る REBa2Cu4O8  (RE124) は酸 素 不定比性が無く

REBa2Cu3O7 - x(RE123)系と比較して化学的に安定であり、RE124 は圧力を付加することや、

RE サイトに Ca をドープすることにより超伝導臨界温度 (TC )を上昇させることができる。これら

の点から RE124 系は RE123 系よりも高い特性を有しているが、その薄膜作製法が確立して

いなかった。そこで、本研究では金属有機化合物分解 (Metal  Organic  Deposi tion：MOD)

法により Yb124 及び Yb0 . 9Ca0 . 1124 (RE:Y,Yb)薄膜を作製することを目的とした。  

本研究では Ex-Situ 法 (MOD 法、PLD 法 )により SrTiO 3(STO)の単結晶基板上に Yb124、

Yb0 . 9Ca0 . 1124 プリカーサーを作製した後、800 ℃で 24 時間酸素アニールをすることで薄膜を

作製した。その後、得られた薄膜は X 線回折 (XRD)による構造解析を行い、走査型電子顕

微鏡 (SEM)で薄膜表面の観察を行った。その結果、図 1に示すように、Yb124薄膜は 800℃で

24時間酸素アニールすることで 124ピークが観察された。一方、YbCa124 薄膜は 800℃で 24時間

酸素アニールしてもピークは観察されなかったが、825℃で 24 時間酸素アニールすることで 124

ピークが観察された。これは、124 薄膜は温度依存性が高く、Ca を RE サイトにドープすること

で熱力学的に高温で安定となり、アニールの温度条件が高温側にずれたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  Yb124 薄膜と YbCa124 薄膜の XRD 結果  

第 74 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2013 秋　同志社大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

18p-C9-13

11-106


